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３
月
１１
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
に
よ
り
、
東
日
本
で
地
震
と
津
波
に
よ
る
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
災
害
に
よ
り
多
く
の
人
命
が

犠
牲
と
な
り
、
今
な
お
行
方
不
明
者
の
捜
索
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
地
震
に
よ
る
津
波
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
深
刻

な
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
未
だ
復
旧
に
追
わ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

原
子
力
発
電
所
周
辺
住
民
が
避
難
す
る
非
常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
を
立
地
す
る
当
市
議
会
と
し
て
は
、
重
大
な
関
心

と
危
機
感
を
持
ち
、
事
業
者
で
あ
る
中
部
電
力
株
式
会
社
お
よ
び
国

に
対
し
て
、
発
電
所
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
よ
う
申
し
入
れ
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
深
刻
な
事
故
を
受
け
、
国
の
耐
震
安
全
評
価
基
準
や
、
今

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
部

電
力
株
式
会
社
が
予
定
し
て
い
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
装
荷
や
６
号
機
の

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
提
出
時
期
な
ど
も
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
２３
年
度
の
御
前
崎
市
の
予
算
に
は
６
号
機
の
初
期
対
策
交
付

金
、
更
に
平
成
２３
〜
２７
年
度
の
後
期
基
本
計
画
に
は
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
交
付
金
を
見
込
ん
で
の
事
業
計
画
も
あ
る
た
め
、
今
後
、
予
算
の

組
み
替
え
や
見
直
し
も
必
要
に
な
り
、
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
の
経
済
に
活
力
を
与
え
る
と
と
も
に
、
防
災

対
策
を
強
化
し
た
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
今

後
も
市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
す
る
中

で
執
行
部
の
対
応
を
注
視
し
、
諸
課
題
に
対
し
て
提
言
を
行
う
な
ど

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
長
　
後
藤
憲
志


